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笑
顔
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

豊
か
な
病
院
を
目
指
し
て

　

兵
庫
医
科
大
学
お
よ

び
病
院
は
1
9
7
2
年

4
月
に
開
設
し
て
以
来
、

地
域
の
皆
様
・
関
係
各

位
に
支
え
ら
れ
て
、
年
間

約
30
万
人
の
入
院
患
者

さ
ん
（
う
ち
手
術
数

8
0
0
0
件
超
）
お
よ
び

約
60
万
人
の
外
来
患
者

さ
ん
の
診
療
を
行
う
ま

で
に
発
展
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。組
織
的
に
は
34

の
診
療
部
と
救
命
救
急

セ
ン
タ
ー
、
が
ん
セ
ン

タ
ー
、
P
E
T
セ
ン

タ
ー
、
健
診
セ
ン
タ
ー
、

I
B
D
（
炎
症
性
腸
疾

患
）
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
26

の
中
央
診
療
施
設
に
細

分
化
し
て
き
め
細
か
な

診
療
体
制
を
提
供
し
、
標

準
的
な
治
療
は
も
ち
ろ

ん
、
高
度
で
先
進
的
な
医

療
も
提
供
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
さ
ら
に
患
者
さ
ん

に
満
足
し
て
頂
く
た
め

に
、
教
職
員
間
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
さ
ら

に
向
上
さ
せ
て
、
病
院
全

体
が
一
つ
の
有
機
体
と

し
て
機
能
で
き
る
体
制

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
患
者
さ
ん
ご
自
身

が
、
ご
自
分
の
病
気
や
治

療
の
内
容
を
十
分
に
理

解
し
て
積
極
的
に
医
療

に
協
同
参
画
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
、患
者
さ

ん
と
教
職
員
と
の
良
好

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
達
成
し
、
患
者
さ
ん

の
思
い
や
他
院
で
受
け

て
こ
ら
れ
た
治
療
内
容

な
ど
を
き
ち
ん
と
把
握

で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
充

実
に
も
努
め
た
く
思
っ

て
い
ま
す
。　　
　
　
　

　

　

　

兵庫医科大学病院
病院長　太城 力良

Vol.4

け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、成
人
看
護
、ク
リ

テ
ィ
カ
ル
ケ
ア
、
救
急
看

護
、感
染
、緩
和
ケ
ア
な
ど

多
岐
に
わ
た
る
各
種
の
認

定
看
護
師
を
臨
床
現
場
に

配
置
し
、
総
合
的
な
看
護

力
の
強
化
に
も
努
め
て
お

り
ま
す
。

　

現
在
、
私
ど
も
は
安
全

で
質
の
高
い
医
療
と
は
何

か
、
そ
れ
が
実
践
出
来
て

い
る
か
、
改
善
す
べ
き
点

は
何
か
を
常
に
問
い
か
け

見
直
し
、
患
者
さ
ん
と
と

も
に
変
革
し
続
け
る
中

で
、
患
者
さ
ん
や
地
域
の

医
療
機
関
か
ら
絶
大
な
信

頼
が
得
ら
れ
る
病
院
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

安
全
で
安
心
、
納
得
の
い

く
医
療
を
実
現
す
る
に

は
、
医
師
・
看
護
師
だ
け

で
な
く
職
員
す
べ
て
の
絶

え
間
な
い
能
力
開
発
・
研

修
と
、
施
設
・
医
療
機
器

の
刷
新
が
必
要
に
な
り
ま

す
。す
な
わ
ち
、患
者
さ
ん

の
安
全
・
安
心
を
保
障
し

納
得
し
て
い
た
だ
け
る
診

療
体
制
を
維
持
し
、
ア
メ

ニ
テ
ィ
の
向
上
と
満
足
し

て
頂
け
る
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
こ
と
や
、
兵
庫
医

科
大
学
が
培
っ
て
き
た
高

度
の
基
礎
医
学
研
究
・
臨

床
研
究
を
応
用
し
て
先
進

医
療
の
開
発
や
導
入
を
促

進
す
る
診
療
体
制
を
構
築

す
る
に
は
、
よ
り
よ
き
医

療
人
・
医
療
チ
ー
ム
の
育

成
と
と
も
に
安
定
し
た

経
営
基
盤
が
必
要
に
な
り

ま
す
。兵
庫
医
科
大
学
病

院
は
、①
高
い
診
療
レ
ベ

ル
（
診
療
）、②
良
質
な
医

療
人
の
育
成
（
教
育
研

修
）、③
安
定
し
た
経
営
基

盤（
経
営
）と
い
う
３
つ
の

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
病
院

運
営
が
重
要
と
考
え
て
い

ま
す
。

　　

患
者
さ
ん
が
良
く
な
り

そ
の
笑
顔
を
得
る
た
め
に

は
、
兵
庫
医
科
大
学
病
院

の
教
職
員
が
心
身
と
も
に

健
康
で
元
気
に
笑
顔
で
接

す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思

い
ま
す
。患
者
さ
ん
を
含

め
て
意
見
交
換
す
る
場
を

設
置
し
、英
知
を
集
め
て
、

よ
り
開
放
性
・
透
明
性
あ

る
民
主
的
な
病
院
、
患
者

さ
ん
参
加
型
の
病
院
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。連
携

を
お
願
い
し
て
い
る
病

院
、
診
療
所
、
介
護
施
設

な
ど
と
も
活
発
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

行
い
、
ご
助
言
、
ご
協
力

を
受
け
賜
り
た
く
存
じ

て
お
り
ま
す
。

　

現
在
の
政
治
、経
済
、社

会
の
混
乱
、
世
界
の
金
融
・

経
済
危
機
を
反
映
し
て
、大

学
病
院
も
試
練
の
時
代
を

迎
え
て
お
り
ま
す
。医
師
・

看
護
師
不
足
、地
域
医
療
の

崩
壊
、若
手
医
師
の
大
学
病

院
離
れ
、医
療
事
故
な
ど
の

多
く
の
社
会
的
問
題
も
あ

り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
状
況

下
で
す
が
、本
学
病
院
で
の

研
修
希
望
者
は
多
く
、
約

1
0
0
名
の
初
期
研
修
医

が
、
4
0
0
名
を
超
え
る

医
師（
歯
科
医
師
を
含
む
）

の
指
導
下
に
、
人
間
性
豊

か
で
診
療
に
優
れ
た
医
療

人
を
目
指
し
て
研
鑽
を
続

高い診療レベル
（診療）

安定した経営基盤
（経営）

良質な医療人の育成
（教育研修）

4
月
1
日
付
で
新
病
院
長
に
太
城
力
良
主
任
教
授
が
就
任
し
ま
し
た
。

た
し
ろ　　

ち
か
ら

新
病
院
長
あ
い
さ
つ

PET/CT検査

兵庫医科大学病院全景

患者さんの権利
○良質で安全な医療を平等に受けることができます。
○病気や治療について、わかりやすく十分な説明を受けることができます。
○診療内容をご自身で選択することができます。
○診療内容について、他の医師の意見を聞くことができます。
○プライバシーは常に保護・尊重されます。

患者さんへのお願い
○診療を受けるにあたって、健康状態、お薬の服用状況、その他必要なことは、情報提供してください。
○診療は患者さんと協同して行いますので、積極的に診療にご参加ください。
○病院のルールを守り、他の患者さんのご迷惑にならないようご協力ください。
○教育・研修機関として、医学生、看護学生等の臨床研修実習を行っております。ご理解、ご協力をお願いいたします。

病院のルール　̶ 患者さん及びご家族等の皆さんへのお願い ̶
当院では、患者さんの権利を認識、尊重し、その安全を確保する体制の整備に努めるとともに、患者さんとの信頼関係に
基づき、良質で安全な医療が提供できるよう努めております。
当院では、「兵庫医科大学病院入院及び外来診療規則」の中に患者さんの権利や病院の秩序維持などを定め、これを基本
として具体的に次のことを病院のルールとしておりますので、守っていただきますようお願いいたします。
○他の患者さんや職員に対する暴言、暴力行為、威嚇行為、その他迷惑行為は行わないでください。
○円滑な診療等を妨害するような行為は行わないでください。
○病院内では静粛を保ち、病院の設備や器物等は大切に取り扱ってください。
○病院内はもとより敷地内も禁煙となっておりますので、守ってください。
○飲酒されてのご来院はお断りします。また、病院内は禁酒となっておりますので、守ってください。
○医療費の支払い請求を受けたときは速やかにお支払いください。
○その他、病院の各種パンフレット等に記載しております事項を守ってください。

上記ルールに反する行為が執拗に続く場合は、診療をお断りしたり、院外退去を求めたりすることがあります。また、当該行為の事

実に関して、録音・録画等を行うことがあります。なお、当該行為が診療等の妨害行為となれば、警察に通報することがあります。
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平成21年市民健康講座のお知らせ

4月15日（水）

5月13日（水）

5月27日（水）

6月10日（水）

6月24日（水）

大腸癌の話
運動は心臓病の救世主

肝炎ウイルス対策の最新情報

内科からみた『めまい』

早期前立腺癌の治療と診断

開 催 日 テ ー マ 講 演 医 師

兵庫医科大学 10号館3階　第３会議室

午後3時～4時30分[午後２時３０分開場]

開催場所

開催時間
参加費無料
申込不要（定員60名）

　

肝
臓
病
は
わ
が
国
の
国

民
病
で
あ
り
、
毎
年
肝
癌

で
3
万
4
千
人
の
方
が
亡

く
な
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
肝
癌
の
大
部
分
は

3
0
0
万
人
と
推
定
さ
れ

る
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
キ
ャ
リ

ア
か
ら
発
病
す
る
た
め
、

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン

（
I
F
N
）
治
療
は
肝
発

が
ん
の
抑
制
に
繋
が
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
国
は
平

成
20
年
4
月
よ
り
I
F
N

に
対
す
る
治
療
費
助
成
制

度
を
開
始
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
肝
疾
患
診
療
連
携

拠
点
病
院
（
以
下
拠
点
病

院
）
を
各
県
に
認
定
し
、

肝
炎
治
療
の
レ
ベ
ル
向
上

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
兵

庫
県
で
は
、
肝
臓
病
治
療

に
お
け
る
兵
庫
医
科
大
学

の
伝
統
と
医
療
レ
ベ
ル
の

高
さ
を
国
や
県
か
ら
ご
評

価
い
た
だ
き
、
昨
年
4
月

に
県
内
唯
一
の
拠
点
病
院

に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。　　

　

拠
点
病
院
の
役
割
は
、

①
他
の
専
門
病
院
と
と
も

に
肝
炎
診
療
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
作
る
こ
と
、　　

②
肝
疾
患
専
門
の
患
者
相

談
セ
ン
タ
ー
を
設
立
す
る

こ
と
、　　
　
　
　
　
　
　

③
医
療
従
事
者
に
対
す
る

肝
臓
病
治
療
に
関
す
る
研

修
を
行
う
こ
と
、
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
（
図
１
）。

本
学
は
、
幸
い
な
こ
と
に

学
内
に
5
名
の
肝
臓
学
会

評
議
員
が
在
籍
し
、
ま
た

多
数
の
専
門
医
を
擁
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
医
局
間

の
連
携
を
強
化
す
れ
ば
こ

れ
ら
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
可

能
で
す
。
そ
こ
で
、
肝
疾

患
に
関
す
る
最
高
の
医
療

を
目
指
し
、
拠
点
病
院
の

役
割
を
担
う
た
め
に
肝
疾

患
セ
ン
タ
ー
が
新
設
さ
れ

ま
し
た
。　　
　
　
　
　
　

　

肝
疾
患
セ
ン
タ
ー
の
運

営
は
、
主
に
肝
胆
膵
科
、

肝
胆
膵
外
科
、
お
よ
び
放

射
線
科
に
所
属
す
る
肝
臓

専
門
医
が
本
セ
ン
タ
ー

に
兼
務
す
る
こ
と
に
よ

り
、
合
同
で
運
営
を
行

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
多

く
の
診
療
科
の
支
援
を

頂
き
、
拠
点
病
院
に
求

め
ら
れ
る
業
務
に
幅
広

く
対
応
い
た
し
ま
す
。　

　

ま
ず
、医
療
社
会
福
祉
部

に
肝
疾
患
相
談
セ
ン
タ
ー

を
設
け
、
県
民
や
医
療
従
事

者
か
ら
の
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。
専
用
電
話

（
0
7
9
8-

4
5-

6
4
3
3
）

を
1
月
26
日
に
開
設
し
、既

に
月
70
件
の
相
談
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の

電
話
相
談
の
中
で
、よ
り
詳

細
な
情
報
を
求
め
ら
れ
た

場
合
に
は
、医
師
が
個
別
で

面
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。相

談
内
容
の
6
割
は
、患
者
さ

ん
ご
自
身
の
治
療
に
関
す

る
も
の
で
あ
り
、本
学
や
地

区
の
専
門
病
院
へ
の
紹
介

や
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン

外
来
へ
の
受
診
を
勧
め
ま

し
た
。こ
の
た
め
、
本
学
の

み
な
ら
ず
県
下
の
全
て
の

専
門
病
院
か
ら
詳
し
い
情

報
を
頂
き
、兵
庫
県
に
お
い

て
行
わ
れ
て
い
る
先
進
医

療
の
全
て
の
情
報
を
肝
炎

拠
点
病
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
て
公
開
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。ま
た
、
拠

点
病
院
に
求
め
ら
れ
て
い

る
啓
発
活
動
の
一
環
と
し

て
、昨
年
度
は
医
師
や
一
般

市
民
向
け
に
4
回
の
教
育

講
演
会
を
主
催
し
ま
し
た
。

今
後
も
最
新
の
情
報
の
提

供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

肝
疾
患
セ
ン
タ
ー
の
利

点
は
、内
科
と
外
科
、あ
る

い
は
放
射
線
科
と
の
緊
密

な
医
療
連
携
が
図
れ
る
点

で
す
。た
と
え
ば
、
肝
臓
内

科
医
が
単
独
で
肝
硬
変
患

者
に
I
F
N
投
与
を
行
っ

て
も
、
血
小
板
数
が
低
値

な
た
め
十
分
な
効
果
が
得

ら
れ
ま
せ
ん
。血
小
板
低

値
は
脾
機
能
亢
進
が
原
因

で
す
の
で
、
外
科
で
腹
腔

鏡
下
脾
臓
摘
出
術
を
行
っ

た
後
で
、
I
F
N
治
療
を

行
う
べ
き
で
す
。こ
の
際
、

肝
疾
患
セ
ン
タ
ー
の
役
割
や
機
能

兵
庫
県
肝
疾
患
診
療
連
携
拠
点
病
院

肝・胆・膵科
主任教授　西口 修平

冨田 尚裕

高橋 敬子

西口 修平

川端 啓太

山本 新吾

外科（下部消化管外科）

内科　冠疾患科

内科　肝・胆・膵科

内科　総合診療科

泌尿器科

主任教授

講　　師

主任教授

准  教  授

主任教授

～正しい運動を続けることで心臓はよくなります～

C型肝炎ウィルス。
図２の数値はC型肝炎のウィルス量を示す。

血小板数。出血を止めるために働く血球。脾臓で壊される。基準値は15～35万。

ペグインターフェロンのこと。インターフェロンの血中濃度を長時間安定に維持し、週1回
の注射（皮下注射）で優れた効果が得られるように作られた新しいインターフェロン製剤。

リバビリン。
インターフェロンと併用することによりウイルス排除効果を増強する治療薬。

アラニンアミノトランスフェラーゼ。ALTは肝臓に一番多く含まれており、肝臓に異常
があって肝細胞が壊れると、血液中にALTが漏れ出してくる。基準値は5～40単位。

HCV
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PEG-IFN
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用 語 説 明

P
E
G-

I
F
N
と
リ
バ

ビ
リ
ン
の
併
用
療
法
は

有
効
性
が
高
い
の
で
す

が
、
残
念
な
が
ら
保
険
適

応
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

本
学
で
は
治
験
薬
を
用

い
て
ウ
イ
ル
ス
の
消
失

を
図
っ
て
い
ま
す
（
図

２
）。ま
た
、
肝
癌
の
予
後

改
善
は
、肝
癌
の
治
療
以
上

に
背
景
の
肝
病
変
の
治
療

が
大
事
で
す
。肝
癌
を
放
射

線
科
や
外
科
で
治
療
を
受

け
ら
れ
た
方
で
あ
っ
て
も
、

内
科
が
肝
硬
変
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
を
合
同
で
行
う
こ

と
が
理
想
的
で
す
。

　

最
後
に
、
肝
疾
患
セ
ン
タ

ー
は
産
声
を
あ
げ
た
ば
か

り
で
あ
り
、
ま
だ
活
動
は
限

ら
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
、

兵
庫
県
唯
一
の
肝
疾
患
診

療
連
携 

拠
点
病
院
と
し
て

の
責
任
を
果
た
す
た
め
に
、

大
学
を
上
げ
て
徐
々
に
本

セ
ン
タ
ー
の
活
動
を
広
げ

て
ま
い
り
ま
す
。そ
の
詳
細

は
本
学
病
院
の
肝
疾
患
セ

ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
て
お
知
ら
せ
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。こ
こ
に
は

肝
疾
患
治
療
に
関
す
る
最
新

情
報
も
掲
載
し
て
お
り
ま
す

の
で
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

肝
疾
患
セ
ン
タ
ー
の
活
動

厚生労働省

肝疾患診療連携拠点病院
［兵庫医科大学･肝疾患センター］

診療支援･患者相談・医師研修（講演会）など

実際の治療

兵庫県 肝炎対策協議会

（図1）兵庫県における肝疾患の診療連携と拠点病院の役割
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血小板低値のC型肝硬変に脾臓摘出を行い、血小板数は6万から20万に増加した。
その後、治験薬のIFNにてウイルスの完全消失と肝機能の正常化が得られた。

HCV

HCV

ALT

ALT

PLT

PLT

（図2）当院における内科と外科の医療連携
腹腔鏡下脾臓摘出(外科）

PEG-IFN + RBV(内科）

-6M -3M 外科手術 治療開始 3M 6M 9M 12M 15M 18M 21M 24M
（M:月）
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かかりつけ医 肝疾患協力病院

肝臓病専門医
（特定の医療機関）

肝臓病非専門医
（すべての医療機関）

専門病院専門病院
兵庫医科大学篠山病院

肝疾患協力病院


